
福井県衛生環境研究センター活動報告 概要 

 

発表演題名 福井県における平成 30年食中毒発生状況および腸管系病原細菌検出状況 

発表学会名 平成 30 年度地方衛生研究所全国協議会東海・北陸支部微生物部会 

発表者名 永田暁洋（保健衛生部） 

開催場所 アオッサ（福井県福井市） 

発表日時 平成 31 年 3 月 7 日（木） 

発表内容 平成 30 年に福井県で発生した食中毒は 6件、患者数は 15名であった（平

成 29 年は 10件、55 名）。病因物質の内訳は、アニサキスが 3件（4名）、

腸管出血性大腸菌 O157 が 1 件（4名）、クドア・セプテンプンクタータが 1

件（4名）、カンピロバクターが 1件（3名）であった。 

三類感染症の発生は、細菌性赤痢が 1件 1 名（Shigella sonnei）、腸管

出血性大腸菌感染症が、22 件 39 名（有症者 29 名、無症者 10 名）であっ

た（平成 29 年は 27件 30 名）。O血清型の内訳は、O157 が 14 件（26 名）、

O76 が 2 件（2名）、O103 が 1 件（6名）、O26、O91、O111、O113 および O121

が各 1件（1名）であった。 

 

 


